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進化 ― 神によって制御されたもの 

コーランから、進化は神によって設計された事実であることを学ぶ： 

 

 

 

 

進化は、与えられた種の内部でのみ可能である。例えば、ネーブルオレンジは種のあるオレン

ジから進化したものであり、リンゴからではない。確率の法則によれば、種を超えた偶然的な

進化の可能性は排除される。魚が鳥になることはなく、サルが人間へ進化することも決してな

い。 

確率の法則はダーウィン進化論を排除する 

現代のコンピュータ時代においては、ある出来事が起こり得るかどうかを判断する数学的法則

がある。もし番号の付いた 5 つの立方体を空中に投げ、一直線に落ちるようにしたとすると、

可能な組み合わせの数は次のようになる：1×2×3×4×5 = 120 通り。したがって、特定の組

み合わせが得られる確率は 120 分の 1（0.0086）となる。立方体の数を 1 つ増やすと、

1×2×3×4×5×6 = 720 通りとなり、確率は 720 分の 1（0.0014）にまで減少する。厳密な科

学者である数学者たちは、立方体の数が 84 に達すると、その確率は実質的に「ゼロ」になる

と同意している。84 個の場合、確率は 209×10⁻⁵⁰ 

（0.00000000000000000000000000000000000000000000000000209）まで減少する。 

ダーウィンの有名な「生命は単純な細胞から始まった」という主張は、ばかげている。

わずか 50 年ほど前、ウェルズやハクスリーらの古典的教科書には「細胞核の中には透明な液

体以外何も見えない」と書かれていた。しかし現在では、細胞が極めて複雑な単位であり、細

胞核内の遺伝物質には何十億ものヌクレオチドが存在し、数百万もの生化学反応が行われてい

ることが分かっている。確率の法則によれば、DNA を形成するためにヌクレオチドが正確な配

列で偶然に並ぶ確率は、何度考えてもゼロであるとされている。ここで問題にしているのは 84

個のヌクレオチドではなく、特定の順序で並ばなければならない数十億のヌクレオチドについ

て述べているのである。 

一部の進化論者は、人間とサルの遺伝子は 90％似ていると述べている。しかし、仮に

類似性が 99％であったとしても、残り 1％、つまり 3 億個のヌクレオチドを偶然に再配置しな

生命は水から始まった:「われわれは水からすべての生き物を始めた。」（21:30、24:45） 

 
人間はサルの子孫ではない:「彼は人間の創造を泥から始めた。」（32:7） 

人間は『熟成した』泥から創られた: 「われは『熟成した粘土』から人間を創る。」（15:28） 

 



ければならないことになる。確率の法則は、これを完全な不可能であると示している。人間の

遺伝子には約 300 億個のヌクレオチドがあり、その 1％が 3 億個に相当します。 

ここで適切な引用は、エドウィン・コンクリン教授の言葉である。彼はこう語っている。 

 

 

生命が偶然によって生じる確率は、印刷工場の爆発によって完全版辞書が出来上がる確率に等しい。 

 


